
係
で
嗣
子
と
な
り
、
持
永
五
年
五
且
一
一
」
I
抗
日
家
持
H

一

グ
ガ
ン
ジ
弘
願
寺
河
北
都
知
怖
の
加
到
爪
に

一
位
る
時
は
放
に
繁
昌
す
る
。
館
街
は
方
二
米
悦
の
組

百
四
十
一
伐
を
受
け
た
o
悦
限
才
刊
す
め
る
を
以
て
稿
せ

一
夜
る
。
民
宗一
東
一
献
に
邸
し
、
鳥
越
山
と
抑
制
す
る
。
正

一
文
小
屋
を
用
ひ
る
の
で
、
市
小
屋
と
い
う
て
ゐ
る
。

ら
れ
、
明
治
元
年
二
且
木
村
恕

・
氷
山
平
太
二
人
と

一
平
五
年
本
側
寺
川
品
如
の
第
玄
削
初
め
て
本
榔
鳥
越
に

一
市
小
屋
は
町
内
各
戸
の
所
有
で
、
そ
れ
を
鈴
鹿
商
人

共
に
、
加
れ
滞
の
只
士
に
思
げ
ら
れ
、
次
い
で
金
制
作

一
之
を
恕
ー
し
た
が
、
天
正
八
年
佐
久
間
同
町
政
の
伐
に

一
に
賃
貸
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十

一
年
か
ら
市

滞
の
少
彦
前
に
任
じ
た
。

一
泊
は
れ
て
羽
咋
郡
期
松
に
移
。
、
鐙
長
中
金
慨
に
勝

一の
事
務
も
市
小
屋
の
賃
貸
も
凡
ベ
て
町
営
と
す
る
こ

。
ガ
ハ
ラ
ユ
キ
ア
ツ
陸
原
之
淳

一
諮
いはい作。

一
じ
、
同
J
i
四
年
七
代
明
宍
の
時
↑
史
に
今
の
地
に
移
つ

一
と
に
な
っ
た
。
草
市
の
意
義
は
雑
駁
な
市
と
い
ふ
立

泊
創
駒
大
次
郎
。
膝
隊
V
A
は
校
医
と
悦
し
、
そ
の
室
を

一
た
。
明
治
天
保
ル
山
際
巡
幸
の
次
、
明
治
十

一
年
十
且

一
味
で
あ
る
ら

L
い。

水
石
川
聞
と
名
づ
け
た
。
も
と
越
巾
の
肢
で
あ
っ
た

一
一
日
ζ

h
に
御
銭
援
を
取
ら
せ
ら
れ
た
が
、
十
三
年

一

世
サ
カ
カ
ツ
モ
リ
日
下
雄
守

加
ね
拙
仙
の
老
院

が
、
幼
よ
0
泌
mmを
好
み
、
時
抑
止
刊
新
迎
た
る
を
以
て
‘
一
御
座
所
副
融
の
災
に
磁
っ
た
。

一
村
井
氏
が
、
平
和
の
頃
そ
の
臣
鴎
に
訴
士
を
得
ん
と

奥
村
策
氏
之
を
召
し
て
仰
白
た
ら
し
め
、
後
畑
山
で
ら

一

グ
ガ
ン
ジ
弘
願
寺

山
出
品
川
須
坂
に
在
っ
て
、

一
L
て
宮
井
安
濃
に
推
薦
を
求
め
た
時
、
安
務
は
石
諜

れ
て
明
倫
蛍
一
政
授
と
な
。
、
師
侯
の
品
川
制
を
品
川
ね
、

一
良

宗

両

派

に

印

刷

す

る

。

一

信

問

か

ら

允

可

を

得

た

安

江

元

太

郎

を

務

げ

た

が

、

百
四
十
石
を
受
け
た
。
ぷ
永
沢
年
五
月
汁
一九
日
限
町

一

ヲ

キ

久

木

村
ヶ
腿
品
川
能
青
山
庄
に
臨
す

一
従
来
家
栴
な
き
者
の
初
臓
は
諮
問
問
な
る
例
な
る
を
以

し
て
十
人
扶
持
を
紛
は
り
、
ク
円
を
草
加
と
改
め
た
。

一
る

部

古

川

。

一

て
、
同
家
臣
日
下
和
右
衛
門
の
養
嗣
子
た
ら

L
め
て

際
際
抑
制
の
お
が
あ
る
。

一

ヲ
キ
ヤ

久
磁
屋

回
京
湖
上
川
野
郷
に
隠
す
る

一
七
十
石
を
奥

へ
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
後
日
下
元
太
郎

テ
ガ
ヨ
シ
ナ
ホ

陸

義

猶

泊

m郡
一
郎
、
字
は

一
部古川
O

時
同
校
内
川
智
政
永
品
開
十
三
年
午
九
且
』
Hb
日

一
と
い
ひ
、
父
文
太
夫

・
現
兵
衛
と
改
め
、
前
は
却
守

正
齢
、
阪
謎
立
・侠
粁
・不
知
老
刷州
・九円
削
利
士
・終
徳

一
大
探
係
共
印
刷
附
泌
家
の
山
合
法
以
に
久
盟
口
山
岨
村
と
見
え

一
を
後
に
自
明
と

L
た
。
苧
和
元
年
間
叫
守
が
今
村
W
前半

世
院
等
と
川
出
し
た
。
天
保
十
四
年
正
月
生
。
幼
よ
り

一
る
。
明
治
八
年
十
且
に
京
0
、
木
江
と
合
併
し
て
上

一
太
復
睡
と
共
に
献
っ
た
釘
法
の
額
は
、
も
と
卯
長
山

到
日
以
川
に
然
び
、
明
治
二
年
務
命
に
よ
b
て
諸
同

一
町
と
加
出
府
し
た
。

一
般
車
円
院
及
び
野
岡
耐
明
祉
に
在
っ
た
。
雌
守
文
文
政

に
鑑
隠
し
、
四
年
出
且
滞
政
改
革
の
必
製
を
切
沿
し

一

ク
タ
ウ
旬
空

J

Y
ル
ヤ
ク
タ
ウ

州問屋
句
空
。
一
四
年
以
降
商
村
太
沖
と
共
に
、
金
持
分
間
給
制
銅
製

た
が
、
倒
股
滞
の
問
中
あ
る
に
常
っ
て
腕
印
刷
に
任
ぜ
ら

一

歩
ク
ウ
ア
ン
旬
空
庵

J
リ
ュ
ウ
イ
Y
ケ

Y

一
の
こ
と
に
詰
っ
た
。

れ
、
六
年
僻
し
て
川
間
後
大
に
同
駅
に
秤
起
し
、
十
一

一
柳
路
判
。

一

タ
サ
カ
ゲ
ン
h
F
イ

草
麗
玄
泰
大
山
寺
田耐の問問。

年
品
川
凶
一
良
等
が
大
久
保
利
泌
を
料
税
し
た
時
、
義

一

ク
タ
ウ
ア
ン
ズ
イ
ヒ
ツ
旬
空
庖
隠
世
間
一
加
。

一
蹴
は
稿
、
字
は
伯
梨
、

一
字
子
氏
、
泊
朝
榊
抜
群
・
玄

猫
は
ぬ
に
桁
川
町
以
を
草
し
た
政
を
以
て
制

へ
ら
れ
て

一
例
人
古
川
引
の
白
銀
本
で
、
諸
問
聞
の
序
訟
・消
息
・例
文

一
務
。
活
設
・且
翁
・仇
翁
・六
洗
居
士
・沼
山
町
等
の
蹴
が

終
身
禁
獄
に
雌
せ
ら
れ
た
。
次
い
で
二
十

一
年
怒
法

一
等
を
鏑
お
し
た
も
の
で
あ
る
o
又
約
句
空
日
記
と
組

一
あ
り
、
開
山
鹿
は
松
風
涜
と
践
し
た
。
玄
接
交
玄
伯
の

護
布
の
際
特
放
を
得
、
前
問
侯
同
町
家
の
委
到
に
凶
り

一
し
た
も
の
は
、

一
容
・二
審
・四
谷
・五
容
が
現
存
し
、
一
縞
男
と
し
て
貿
時
四
年
に
生
ま
れ
、幼
に
し
て
頴
倍
、

初
出

Mmm制
資
の
亦
に
除
。
、
大
正
五
年
八
且
十
七

一
そ
の
他
多
数
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
の
火
災
に
焼
失

一
把
性
絶
倫
‘
七
歳
の
時
持
を
賦

L
、
十
政
に

L
て
文

日
七
十
四
山
闘
を
以
て
残
し
た
。
南
越
附
記
・
北
越
戦

一
し
た
。
こ
れ
も
俳
文
・側
句
・消
息
等
を
集
め
た
写
袋

一
を
作
。
、
時
人
稽

L
て
柳
章
と
し
た
。
次
い
で
京
都

氾
・加
到
掛
川
助
正
記
邸
臨
す
の
若
が
あ
る
。

一
の

向

町

駅

本

で

あ

る

。

一

に

赴

き

、
臨
を
香
川
南
伴
、
経
併
を
皆
川
悦
附
に
倍

グ
ガ
ン
イ
ン
弘
限
院
金
制
附
泉
寺
川
に
在
っ
て
、
一

タ
サ
イ
チ

草

市

石

川
捕
偶
然
で
二
ハ
の
日
に

一
び
、
染
成

h
江
戸
に
赴
き
名
流
の
門
を
紛
う
た
が
、

安
笹
山
と
鋭
し
、
持
土
宗
に
邸
す
る
。

正
保
二
年
知

一
行
は
れ
る
市
を
い
ふ
。
金
樗
か
ら
日
用
品
・
古
着
類

一
人
皆
感
ぜ
ぬ
者
は
な
か
っ
た
o
寛
政
四
年
家
を
裂
ぎ
、

啓
発
無
之
を
松
平
玄
詐
の
下
邸
に
創
放
し
、
承
路
元

一
を
、
美
川
か
ら
魚
初
、
附
近
の
平
野
諸
村
か
ら
穀
類
・
一
享
和
二
年
滞
侯
よ
り
築
闘
を
飯
山
に
賜
は
り
て
仇
附

年
阪
叫
悼
の
示
寂
と
uh
に
綬
庖
と
な
り
、
延
山
H

二
年
今

一
筑前間
・築
工
品
、
山
削
郎
訴
か
ら
は
木
初
・木
炭
等
を

一
と
奴
L
、
吟
匙
を
結
び
詩
作
を
取
と
し
て
悠
々
自
巡

の
地
に
再
建
し
た
。

持

ち

集

っ

て

民

口
L
、
露
間
鈴

-m零
・揖
回
線
の
即
に

一
t
、
文
化
七
年
正
且
二
日
夜
、
事
年
五
十
七
。
僻
文

タ
サ
カ
ゲ
ン
リ
ュ
ウ
草
鹿
玄
能
大
明
寺
務
の

白
。
草
山
支
携
の
二
男
で
、uA
の
早
川
の
況
に
酬
と
な

っ
た
。
簡
は
白
域

.χ
は
攻
。
字
は
布
玉
。
泊
抑
制
は
玄

制
・字
。
三
松
・竹
初
・
遜
卸
と
鋭
L
、
防
護
を
竹
雨
叫

院
と
一
エ
う
た
。
文
化
七
年
間
且
必
十
九
の
時
家
を
嗣

ぎ
、
敵
前
市
十
石
を
受
け
、
径
百
七
十
石
に
京
っ
た
。

夙
に
家
尽
を
承
け
、

χ
京
仰
に
赴
き
て
=一
山
一
治
洲
の

門
に
障
を
川
町
び
、
朝
山
陽
と
交
を
訂
L
、
天
保
十

一

年
間
凹
向
日
間
を
命
ぜ
ら
れ
、
時
侠
に
縦
任
せ
ら
れ
て
侍

斜
と
な
り
、
間
同
郎
元
年
致
仕
し
、
明
治
二
年
九
且
十

六
日
七
十
九
段
を
以
て
残
し
た
。
支
部
作
を
能
く
し

裂
に
巧
で
あ
っ
た
。
若
冊
目
に
浴
来
日
活
・地
控
闘
部
・

時
間
間
文
集
・耳
附
稲
遜
知
待
稿
閉
す
が
あ
る
。

h
y
サ
カ
シ
ョ
ウ
草
鹿
彰
大
場
寺
彬
白
加
。
取
鹿

ヲ
ザ
カ
ゲ
ン
チ
ュ
ウ

慧
鹿
玄
仲
大
明
寺
滞
の

聞
出
。
辺
都
支
仲
、字
は
伯
省
、北
粁
と
脱
し
た
。
交
は
玄

立
。
玄
仲
は
正
畑
町
三
年
に
生
ま
れ
、
天
和
二
年
家
を

綴
グ
、
点
V
H

甲
元
年
政
二
百
五
十
行
に
池
ん
だ
。
正
徳

五
年
六
且
十
九
日
夜
、

平
年
七
十
。
郭
符
に
岡
山
桝
鈴

一
加
、
太
れ
公
開
回
世
京
一
加
、
北
粁
稿
一
加
が
あ
る
。

タ
サ
カ
ゲ
ン
リ
ュ
ウ

議
鹿
玄
立

祖
父
小
山
瓜

助
は
伊
勢
の
人
、
射
を
持
〈
し
て
草
山
の
技
に
長
じ

た
の
で
、
迭
に
扱
っ
て
氏
と
し
た
。
そ
の
子
路
左
衛

門
加
れ
に
掠
り
、
玄

'M
は
孫
左
術
門
の
-
ず
で
あ
っ

た
。
玄
北
間
術
に
注
し
て
山
間
利
市
に
仕
へ
、
文
出

裕
子
と
刷
出

L
て
詩
文
を
能
く
し
た
が
、
利
協
の
子
利

治
の
封
を
大
理
寺
に
別
つ
に
及
ん
で
之
に
従
ひ
、
政

百
石
を
交
け
、
後
史
に
百
石
を
加
へ
、
子
採
之
を
州

製
し
た
。

は
観
友
大
川
鈎
城
の
畑
山
0

1
柄
引
日
に
叩
世
田
田
岡
山
活
ご
春
、

お
探
鉱
話
二
怨
、
四
刷
州
各
自
制
山
稲
一
程
、
仙
仏
下
銃
諒

一
春
、
松
風
鉛
詩
文
稿
十
省
、
品仙
川
}
制
作
一
密
閉
す
が

あ
る
。

ク
力
ーー
ク
サ

一五
回


